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髙
田
久
実
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

一
　
は
じ
め
に

　

髙
田
久
実
君
が
こ
の
度
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「
訴
え
と

裁
き
の
近
代
法
史
」（
以
下
、
本
論
文
）
は
、
同
君
が
本
塾
大
学
院

法
学
研
究
科
公
法
学
専
攻
後
期
博
士
課
程
在
籍
中
に
『
法
学
政
治
学

論
究
』
に
発
表
し
た
論
考
の
ほ
か
、
二
〇
一
五
年
三
月
に
同
専
攻
同

課
程
を
単
位
取
得
退
学
し
た
後
に
、
同
君
が
法
制
史
学
会
や
法
文
化

学
会
等
の
学
会
誌
や
論
文
集
等
に
精
力
的
に
発
表
し
て
き
た
諸
論
稿

が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
髙
田
君
は
大
学
院
生
の
時
か
ら
法
務
省

法
務
史
料
展
示
室
の
企
画
運
営
に
も
協
力
し
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
学

術
的
知
見
を
随
時
発
表
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
成
果
の
一
部
も
本
論

文
に
収
録
さ
れ
た
。

　

髙
田
君
の
大
学
院
時
代
か
ら
の
関
心
は
、
本
論
文
の
序
章
に
も
記

さ
れ
る
通
り
、
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
公
布
さ
れ
同
一
五
年

に
施
行
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
旧
刑
法
典
」
の
編
纂
過
程
に
置
か
れ
て

き
た
。
同
法
の
特
に
司
法
省
の
草
案
起
草
段
階
に
お
け
る
お
雇
い
法

律
顧
問
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
そ
れ
に
対
峙
す
る
日
本
人
編
纂
委
員
（
鶴

田
皓
ら
）
と
の
議
論
に
同
君
は
着
目
し
、
そ
こ
に
通
底
す
る
法
認
識
、

あ
る
い
は
相
反
・
離
反
す
る
彼
我
の
法
理
の
型
を
見
極
め
、
紆
余
曲

折
を
経
て
結
果
と
し
て
そ
の
両
者
が
い
か
に
妥
協
し
ひ
と
つ
の
条
文

と
し
て
ま
と
ま
り
を
つ
け
て
ゆ
く
の
か
、
そ
の
経
過
を
丹
念
に
追
跡

す
る
研
究
を
発
表
し
て
き
た
。
そ
の
成
果
の
一
端
は
本
論
文
に
も
当

然
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
度
の
博
士
学
位
請
求
論
文
は
、
そ

う
し
た
法
典
編
纂
の
作
業
の
内
部
的
な
視
点
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
よ

り
広
い
研
究
視
角
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

当
初
、
明
治
新
政
府
に
よ
る
刑
事
法
領
域
の
改
革
プ
ラ
ン
は
、
明

朝
、
清
朝
の
法
制
を
模
し
た
い
わ
ゆ
る
「
中
国
律
型
」
の
刑
法
典
を

作
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
の
新
律
綱
領

お
よ
び
同
六
年
の
改
定
律
例
が
実
際
の
立
法
例
だ
が
、
こ
れ
ら
二
つ

の
刑
事
法
典
が
複
雑
に
並
行
施
行
さ
れ
る
当
時
の
法
体
制
下
に
、
我

が
国
に
お
け
る
西
洋
型
法
典
の
嚆
矢
と
し
て
の
旧
刑
法
典
が
成
立
す

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
我
が
国
の
刑
事
法
領
域
に
お
け
る
法
制
の
近

代
化
と
は
、「
中
国
律
的
法
シ
ス
テ
ム
」
か
ら
の
脱
却
と
し
て
描
く

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
な
に
よ
り
も
伝
統
中
国
法
は
民
商
の
い
わ
ゆ

る
私
法
領
域
の
自
律
化
を
遂
げ
な
い
ま
ま
に
二
〇
世
紀
を
迎
え
る
。

そ
の
法
文
化
は
国
家
実
定
法
の
中
心
に
刑
罰
法
と
し
て
の
律
と
行
政

官
僚
組
織
法
と
し
て
の
令
を
据
え
、
こ
の
律
と
令
と
を
以
て
強
力
な

中
央
集
権
国
家
の
法
治
主
義
的
根
拠
と
し
た
。
明
治
維
新
政
府
は
、
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王
政
復
古
の
号
令
の
下
、
古
代
律
令
時
代
の
統
治
体
制
を
俄
か
に
引

き
直
し
、
上
述
し
た
如
く
の
明
・
清
律
の
受
容
に
急
い
だ
の
だ
が
、

本
論
文
が
対
象
と
す
る
、
旧
刑
法
の
完
成
に
至
る
明
治
初
年
期
の
法

環
境
と
は
、
こ
の
よ
う
に
基
盤
と
な
る
制
度
構
想
が
未
だ
明
確
で
は

な
く
安
定
に
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

本
論
文
の
第
1
部
で
は
、「
訴
え
と
刑
事
裁
判
」
が
論
じ
ら
れ
る
。

そ
の
第
1
章
で
は
江
戸
時
代
の
訴
訟
手
続
き
で
あ
る
「
吟
味
願
」
が

明
治
以
降
も
存
続
し
た
事
実
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
髙
田
君
は
、
実

体
法
・
手
続
法
の
分
界
の
み
な
ら
ず
、
民
事
・
刑
事
の
分
化
す
ら
も

明
瞭
で
は
な
か
っ
た
当
時
の
法
実
務
に
お
い
て
、
こ
の
「
吟
味
願
」

が
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
実
証
し
た
（
本
論
文
第
1

部
第
1
章
）。
そ
し
て
こ
の
「
吟
味
願
」
は
や
が
て
近
代
法
化
の
過

程
の
中
で
消
滅
す
る
の
だ
が
、
髙
田
君
は
そ
の
制
度
の
廃
止
過
程
を
、

上
記
旧
刑
法
と
同
時
期
に
施
行
さ
れ
た
我
が
国
最
初
の
刑
事
訴
訟
法

典
で
あ
る
「
治
罪
法
」
の
制
定
に
至
る
ま
で
、
実
務
・
立
法
の
両
局

面
か
ら
丹
念
に
追
跡
す
る
（
第
2
章
、
第
3
章
）。
ま
た
第
2
部
の

各
章
で
は
、
実
体
的
な
刑
事
法
規
範
の
形
成
過
程
の
観
点
か
ら
、
刑

事
裁
判
運
用
の
実
態
分
析
が
進
め
ら
れ
、
立
法
と
司
法
と
が
相
互
に

動
態
的
に
関
連
付
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
中
国
の
伝
統
的
な
五
刑
シ

ス
テ
ム
（
笞
・
杖
・
徒
・
流
・
死
）
は
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年

に
は
早
々
に
「
懲
役
刑
」
の
導
入
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
た
が
、
日
本

は
さ
ら
に
中
国
古
来
の
刑
罰
体
系
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
罰
金
を
は

じ
め
と
し
た
種
々
の
「
金
銭
刑
」
の
導
入
を
図
り
、
近
代
化
に
ふ
さ

わ
し
い
法
の
在
り
方
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
。
こ
う
し
た
、
近
代
法
史

上
大
き
な
制
度
改
変
の
契
機
が
、
旧
刑
法
編
纂
の
前
史
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
編
纂
作
業
と
共
時
的
に
展
開
し
て
い
た
司
法
実
務
の
中

に
も
伏
在
し
て
い
た
こ
と
を
、
本
論
文
は
史
料
実
証
的
な
方
法
で
徹

底
的
に
解
き
明
か
す
。
ま
た
本
論
文
の
巻
末
に
は
、
各
種
判
決
録
や

司
法
統
計
等
か
ら
悉
皆
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
が
、
本
文

の
行
論
を
支
え
る
根
拠
と
し
て
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。
以
下
に
本
論

文
の
構
成
と
概
要
と
を
紹
介
し
て
ゆ
く
。

二
　
本
論
文
の
構
成

　

本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
部
、

章
、
節
の
み
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
（
な
お
、
本
報
告
一
、
お
よ
び

三
、
四
に
お
い
て
は
、
部
、
章
、
節
の
番
号
表
記
は
算
用
数
字
と
し

た
が
、
年
や
条
文
の
番
号
表
記
は
、
漢
数
字
に
統
一
し
た
）。

序
章

第
1
部　

訴
え
と
刑
事
裁
判

第
1
章　

明
治
の
吟
味
願

1
．
は
じ
め
に
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2
．
吟
味
願
の
運
用

3
．
司
法
省
と
吟
味
願

4
．
む
す
び

第
2
章　

告
訴
告
発
の
導
入
と
そ
の
利
用

1
．
は
じ
め
に

2
．
証
拠
と
告
訴
告
発
の
分
化

3
．
司
法
警
察
仮
規
則
下
の
告
訴
告
発

4
．
罰
則
の
告
訴
告
発
と
賞
金

5
．
む
す
び

第
3
章　

告
訴
告
発
を
め
ぐ
る
糺
問
と
予
審
―
司
法
警
察
仮
規
則

か
ら
治
罪
法
へ

1
．
は
じ
め
に

2
．
司
法
警
察
仮
規
則
に
よ
る
告
訴
告
発
の
法
定
化

3
．
司
法
警
察
仮
規
則
の
起
草
と
告
訴
告
発

4
．
治
罪
法
と
告
訴
告
発

5
．
治
罪
法
に
基
づ
く
制
度
変
更
と
調
整

6
．
む
す
び

第
4
章　

偽
証
と
誣
告
の
狭
間
―
拷
問
制
度
と
旧
刑
法
の
編
纂

1
．
は
じ
め
に

2
．
偽
証
罪
と
誣
告
罪
の
権
衡

3
．
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
証
拠
法
制

4
．
鶴
田
の
刑
事
裁
判
観
と
拷
問
評

5
．
む
す
び

第
2
部　

刑
罰
と
金
銭
の
法
秩
序

第
5
章　

明
治
の
律
と
律
外
の
金
銭
刑

1
．
は
じ
め
に

2
．
制
裁
と
し
て
の
「
金
銭
の
剝
奪
」

3
．「
金
銭
の
剝
奪
」
か
ら
見
る
法
秩
序
の
形
成

4
．
む
す
び

第
6
章　

罰
金
刑
の
成
立
と
身
代
限

1
．
は
じ
め
に

2
．
旧
刑
法
の
編
纂
と
罰
金
刑

3
．
罰
則
と
身
代
限

4
．
罰
金
額
の
収
斂
と
滲
出

5
．
む
す
び

第
7
章　

宝
貨
と
国
法
―
断
罪
無
正
条
条
例
に
よ
る
量
刑
と
規
範

形
成

1
．
は
じ
め
に

2
．「
律
令
」
の
増
補
案
と
不
応
為

3
．
明
治
9
年
国
立
銀
行
条
例
と
改
定
律
例
の
協
働

4
．
明
治
9
年
国
立
銀
行
条
例
第
88
条
の
射
程

5
．
む
す
び
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第
8
章　

古
金
銀
と
旧
貨
幣
―
偽
造
罪
の
射
程
を
め
ぐ
っ
て

1
．
は
じ
め
に

2
．
律
型
刑
事
法
典
に
お
け
る
宝
貨
の
実
像

3
．
旧
刑
法
の
編
纂
議
論
に
お
け
る
貨
幣

4
．
む
す
び

第
9
章　

終
章

1
．
訴
え
の
近
代
化

2
．
裁
き
の
近
代
化

3
．
司
法
省
に
お
け
る
司
法
実
務
と
法
典
編
纂

表
三
　
本
論
文
の
概
要

　

第
1
章
は
「
明
治
の
吟
味
願
」
を
論
じ
る
。
吟
味
願
と
は
、
江
戸

時
代
の
裁
判
手
続
で
あ
り
、「
出
入
」（
今
日
の
い
わ
ゆ
る
民
事
訴

訟
）
に
お
い
て
、「
吟
味
」（
今
日
の
い
わ
ゆ
る
刑
事
訴
訟
）
を
行
う

訴
訟
手
続
で
あ
っ
た
。
日
本
法
制
史
学
の
大
家
、
石
井
良
助
は
こ
れ

を
「
曲
直
を
糺
す
こ
と
を
請
う
情
願
の
一
種
」
と
定
義
づ
け
た
。
例

え
ば
金
銭
消
費
貸
借
を
審
理
す
る
過
程
に
お
い
て
、
証
拠
が
定
ま
ら

ず
、
原
告
と
被
告
の
争
論
が
よ
り
深
刻
化
し
た
場
合
に
、
原
告
が
吟

味
を
願
い
出
て
、
刑
事
事
件
と
し
て
審
理
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
た

の
で
あ
る
。
だ
が
、
明
治
維
新
後
、
一
昼
夜
に
し
て
制
度
が
改
ま
る

も
の
で
は
な
い
。
こ
の
民
・
刑
相
半
ば
す
る
性
格
を
持
つ
旧
時
代
か

ら
の
手
続
き
は
、
結
局
、
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
一
月
に
司
法

省
甲
第
一
号
布
達
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
る
ま
で
運
用
が
続
け
ら
れ
た
。

髙
田
君
は
、
明
治
初
期
に
お
け
る
吟
味
願
の
運
用
実
態
に
つ
い
て
、

同
時
期
の
太
政
官
布
告
や
布
達
、
お
よ
び
司
法
省
布
達
や
達
等
の
法

令
を
精
査
し
、
さ
ら
に
『
大
審
院
刑
事
判
決
録
』、『
大
審
院
民
事
判

決
録
』
を
繙
き
、
初
め
て
本
格
的
な
実
証
的
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
西
欧
法
の
導
入
が
す
で
に
着
手
さ
れ
て
い
た
当
時
に
あ
っ
て
、

こ
の
吟
味
願
が
近
代
法
的
理
解
の
下
で
い
か
な
る
制
度
的
性
質
を
持

つ
の
か
の
議
論
が
司
法
省
に
お
い
て
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、

裁
判
所
の
利
用
者
に
お
い
て
こ
の
旧
時
代
か
ら
の
手
続
き
を
選
好
す

る
人
々
が
相
変
わ
ら
ず
多
く
、
と
き
に
濫
用
と
も
い
え
る
よ
う
な
利

用
の
さ
れ
方
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
と
、
各
裁
判
所
か
ら
は
、
当
該

制
度
の
継
続
運
用
に
つ
い
て
の
可
否
を
問
う
伺
が
司
法
本
省
に
対
し

か
な
り
頻
繁
に
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
。
吟
味
願
の

存
続
か
廃
止
か
を
め
ぐ
っ
て
司
法
省
は
、
あ
る
場
合
に
は
告
訴
告
発

の
制
度
に
、
ま
た
あ
る
場
合
に
は
フ
ラ
ン
ス
刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る

附
帯
私
訴
制
度
に
、
そ
れ
ぞ
れ
立
法
的
に
読
み
替
え
る
試
み
を
す
る

も
の
の
、
明
確
な
判
断
を
下
せ
ぬ
ま
ま
に
あ
っ
た
。
結
局
は
明
治
九

年
時
に
導
入
さ
れ
た
刑
事
告
訴
告
発
制
度
に
代
替
さ
れ
、
上
述
の
明

治
一
四
年
一
月
の
司
法
省
布
達
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
、
と
す
る
の
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が
髙
田
君
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
吟
味
願
の
廃
止
に
つ
い
て
同
君
は
、

翌
一
五
年
一
月
の
施
行
を
待
つ
治
罪
法
典
と
の
連
関
も
示
唆
し
て
い

る
。
こ
の
第
1
章
は
、
続
く
第
2
章
か
ら
第
4
章
に
至
る
、
本
論
文

第
1
部
の
総
論
的
な
位
置
づ
け
を
持
つ
。

　

第
2
章
で
は
、
前
章
で
展
開
さ
れ
た
明
治
初
年
期
の
手
続
法
制
度

下
の
状
況
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
告
訴
告
発
制
度
導
入
の
観
点
か
ら

詳
密
な
論
考
が
重
ね
ら
れ
る
。
明
治
日
本
の
近
代
的
刑
事
訴
訟
手
続

き
の
整
備
は
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
の
司
法
職
務
定
制
―
―
検

事
制
度
を
日
本
で
初
め
て
規
定
―
―
を
皮
切
り
に
、
同
七
年
の
検
事

職
制
章
程
並
司
法
警
察
規
則
、
同
八
年
の
検
事
職
制
章
程
、
同
九
年

の
司
法
警
察
仮
規
則
と
進
み
、
同
一
三
年
公
布
の
治
罪
法
を
以
て
一

応
の
到
達
点
と
す
る
。
こ
の
う
ち
、
告
訴
告
発
は
、
前
述
の
司
法
警

察
仮
規
則
（
明
治
九
年
四
月
司
法
省
第
四
八
号
達
）
に
お
い
て
初
め

て
明
確
に
定
義
づ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
同
規
則
は
告
訴
告
発
の
受
理
機

関
を
司
法
警
察
官
な
い
し
検
事
と
定
め
た
。
こ
の
限
り
で
、
告
訴
告

発
と
は
検
事
な
い
し
司
法
警
察
官
に
よ
る
犯
罪
認
知
の
一
契
機
で
あ

り
、
ま
た
犯
罪
の
証
憑
と
も
な
り
得
る
も
の
と
さ
れ
た
が
、
髙
田
君

は
、
こ
の
背
景
に
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
発
意
に
よ
り
同
八
年
か
ら

喧
し
く
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
拷
問
廃
止
」
に
向
け
た
証
拠

法
制
整
備
の
気
運
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
こ
の
経
過
は

第
4
章
で
詳
述
さ
れ
る
）。
た
だ
し
、
こ
う
し
て
導
入
さ
れ
た
告
訴

告
発
に
よ
り
立
件
さ
れ
る
対
象
範
囲
は
、
当
時
の
刑
事
法
典
で
あ
っ

た
新
律
綱
領
や
改
定
律
例
の
規
定
す
る
刑
事
犯
罪
に
限
ら
ず
、
い
わ

ゆ
る
行
政
罰
則
違
反
も
含
む
極
め
て
広
汎
に
亙
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
を
髙
田
君
は
種
々
の
統
計
資
料
を
用
い
て
実
証
す
る
。
同
君
は
そ

こ
に
明
治
政
府
の
治
安
政
策
の
一
端
を
見
る
の
だ
が
、
そ
の
文
脈
の

延
長
上
に
前
章
の
吟
味
願
を
告
発
と
し
て
読
み
替
え
よ
う
と
し
た
司

法
省
の
意
図
を
も
位
置
づ
け
て
お
り
、
吟
味
願
は
旧
態
依
然
た
る
訴

訟
手
続
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
司
法
省
が
俄
か
に
廃
止
で
き
な
か
っ

た
事
情
を
推
察
し
て
い
る
。

　

第
3
章
も
告
訴
告
発
の
制
度
を
扱
う
。
前
述
の
通
り
、
同
制
度
は

明
治
九
年
の
司
法
警
察
仮
規
則
で
定
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
仮
規
則
は

同
一
五
年
に
旧
刑
法
と
と
も
に
施
行
さ
れ
た
治
罪
法
に
よ
っ
て
廃
止

さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
章
は
、
同
仮
規
則
上
の
告
訴
告
発
の
制
度
が
、

ど
の
よ
う
に
治
罪
法
典
内
に
取
り
込
ま
れ
、
他
の
関
連
規
定
と
の
連

関
性
の
下
に
体
系
づ
け
ら
れ
た
の
か
と
い
う
観
点
で
議
論
が
進
め
ら

れ
る
。
前
述
し
た
新
律
綱
領
お
よ
び
改
定
律
例
は
、
中
国
の
伝
統
的

な
律
形
式
の
法
典
で
あ
り
、
そ
の
中
味
は
い
わ
ゆ
る
実
体
法
的
規
定
、

手
続
法
的
規
定
が
混
淆
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
む
ろ
ん
明
治
国
家

は
こ
れ
に
併
せ
て
、
裁
判
を
行
う
た
め
に
数
多
く
の
布
告
や
布
達
、

達
と
い
っ
た
単
行
法
令
を
発
出
し
、
実
体
上
、
手
続
上
の
法
規
範
の

不
足
を
補
っ
て
い
た
。
髙
田
君
は
、
ま
ず
上
述
の
司
法
警
察
仮
規
則
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の
制
定
過
程
を
入
念
に
洗
い
出
し
、
特
に
同
仮
規
則
の
元
老
院
に
お

け
る
審
議
に
着
眼
す
る
。
同
規
則
の
草
案
に
は
「
告
訴
告
発
ノ
事
件

ニ
法
律
ニ
触
レ
サ
ル
者
ハ
検
事
告
諭
シ
テ
之
ヲ
退
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
」

と
の
条
項
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
「
法
律
ニ
触
ル
者
ト
否
ト
ヲ
分
別

ス
ル
」
権
限
を
検
察
官
の
職
権
と
す
る
考
え
に
連
な
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
権
限
を
糺
問
判
事
に
属
せ
し
め
検
察
官
は
も
っ
ぱ
ら
告
訴
告
発

を
受
理
す
る
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
の
考
え
が
対
立
し
、
結

果
と
し
て
こ
の
後
者
の
意
見
が
採
用
さ
れ
た
た
め
、
当
該
条
項
は
草

案
か
ら
削
除
さ
れ
た
と
髙
田
君
は
分
析
す
る
。
そ
し
て
同
君
に
よ
れ

ば
、
告
訴
告
発
の
扱
い
を
め
ぐ
る
検
察
官
の
権
限
を
め
ぐ
る
こ
の
問

題
は
、
治
罪
法
典
編
纂
に
お
け
る
、
検
察
官
と
予
審
判
事
の
職
権
に

つ
い
て
の
議
論
に
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
さ
れ
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
尤

も
糺
問
判
事
は
件
の
司
法
警
察
仮
規
則
と
同
時
に
施
行
さ
れ
た
糺
問

判
事
職
務
仮
規
則
が
規
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
他
方
の
予
審
判
事

は
フ
ラ
ン
ス
刑
事
訴
訟
法
上
に
起
源
を
持
つ
制
度
で
あ
り
、
両
者
は

類
似
す
る
が
同
一
の
制
度
で
は
な
い
。
だ
が
治
罪
法
編
纂
に
も
携
わ

っ
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
告
訴
告
発
を
受
け
た
検
事
に
よ
る

「
検
証
」
や
「
訊
問
」
は
一
定
の
場
合
に
認
容
し
得
る
と
す
る
の
に

対
し
、
日
本
人
編
纂
委
員
は
、
告
訴
告
発
を
受
け
た
検
事
は
一
律
に

起
訴
を
す
る
べ
き
も
の
と
し
、
検
察
官
の
職
権
を
め
ぐ
る
理
解
は
彼

我
に
お
い
て
微
妙
な
す
れ
違
い
を
見
せ
て
ゆ
く
。

　

第
4
章
で
は
偽
証
と
誣
告
が
論
じ
ら
れ
る
。
伝
統
的
な
中
国
律
に

お
い
て
は
、
む
ろ
ん
新
律
綱
領
も
改
定
律
例
も
例
外
で
は
な
く
、
有

罪
認
定
の
必
要
な
法
定
証
拠
と
し
て
「
口
供
結
案
」（
被
疑
者
の
自

白
）
を
求
め
、
正
式
な
証
拠
手
続
き
と
し
て
拷
問
を
定
め
て
い
た
。

こ
れ
を
「
前
時
代
的
な
悪
弊
」
と
し
て
、
明
治
政
府
は
明
治
一
二

（
一
八
七
九
）
年
に
廃
止
す
る
。
実
は
こ
の
経
緯
は
す
で
に
先
学
に

よ
っ
て
か
な
り
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
文
明
開
化
期
を
象

徴
す
る
大
き
な
刑
事
法
の
制
度
変
革
が
、
同
九
年
か
ら
一
〇
年
に
か

け
て
展
開
し
た
旧
刑
法
編
纂
過
程
―
―
司
法
省
段
階
―
―
に
お
け
る

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
日
本
人
編
纂
委
員
の
討
議
の
中
に
も
反
映
さ
れ
て

い
た
事
実
を
、
髙
田
君
は
第
4
章
で
示
し
た
。
同
君
は
『
日
本
刑
法

草
案
会
議
筆
記
』
を
丁
寧
に
繙
き
、
誣
告
罪
と
偽
証
罪
の
法
定
刑
を

め
ぐ
る
両
者
の
理
解
の
齟
齬
に
着
眼
す
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
刑
事

捜
査
の
緒
を
開
く
段
階
で
の
誣
告
行
為
よ
り
も
、
後
の
公
判
段
階
の

宣
誓
後
に
偽
証
す
る
行
為
を
重
く
罰
す
る
趣
旨
を
説
明
す
る
が
、
こ

れ
に
対
し
日
本
人
編
纂
委
員
は
最
初
、
誣
告
も
偽
証
も
人
を
罪
に
陥

れ
る
点
で
は
「
相
似
タ
ル
罪
ニ
付
…
…
彼
此
同
権
衡
ノ
刑
」
が
適
当

で
あ
る
と
表
明
し
て
い
た
が
、
や
が
て
誣
告
の
方
が
む
し
ろ
「
被
害

者
ヲ
罪
ニ
陥
レ
ン
ト
予
謀
」
す
る
行
為
と
し
て
、
公
判
廷
に
て
「
不

図
偽
証
」
す
る
行
為
に
比
し
「
其
情
重
」
し
と
し
て
、
誣
告
罪
の
方

を
重
く
罰
す
る
意
見
に
傾
い
て
ゆ
く
。
両
者
の
議
論
は
な
か
な
か
収



162

法学研究 98 巻 9 号（2025：9）

束
を
見
ず
、
結
局
、
旧
刑
法
典
上
は
両
罪
と
も
同
じ
法
定
刑
が
規
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
日
本
人
側
の
当
初
の
主
張
が
通
っ
た
形
と

な
っ
た
の
だ
が
、
髙
田
君
は
こ
う
し
た
日
本
人
編
纂
委
員
の
議
論
の

背
景
と
し
て
、
ま
ず
新
律
綱
領
や
改
定
律
例
に
は
誣
告
の
処
罰
規
定

は
あ
っ
た
が
偽
証
に
つ
い
て
は
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
当
時
の
刑
事

裁
判
が
―
―
本
書
第
1
部
の
各
章
が
論
じ
た
如
く
―
―
「
吟
味
の
始

点
た
る
告
訴
告
発
」
を
重
視
し
て
い
た
点
を
注
目
し
て
い
る
。
さ
ら

に
「
官
吏
人
民
ニ
対
ス
ル
罪
」
の
審
議
過
程
中
、
後
に
旧
刑
法
第
二

八
二
条
に
結
実
す
る
議
論
に
お
い
て
、
拷
問
が
行
わ
れ
て
い
る
当
時

の
実
務
状
況
を
念
頭
に
入
れ
た
日
本
人
編
纂
委
員
の
発
言
に
も
髙
田

君
は
注
意
を
向
け
る
。
こ
こ
に
は
刑
法
典
上
の
実
体
法
の
規
範
定
立

を
目
的
と
し
た
議
論
の
最
中
に
、
同
時
期
に
進
行
し
て
い
た
手
続
法

改
革
の
写
像
を
見
出
す
新
し
い
研
究
手
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

第
5
章
、
第
6
章
で
は
、
明
治
初
年
期
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
罰

金
刑
」
の
成
立
を
扱
う
。
た
だ
し
「
罰
金
」
と
い
う
言
葉
自
体
が
、

当
時
、
今
日
と
は
異
な
る
制
度
的
背
景
に
お
い
て
す
で
に
用
い
ら
れ

て
お
り
、
説
明
上
無
用
な
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
髙
田
君
は
、「
金

銭
の
剝
奪
」
を
目
的
と
し
た
制
裁
と
い
う
表
現
を
用
い
て
法
史
の
再

構
成
を
試
み
る
。
な
に
よ
り
も
中
国
律
の
系
譜
を
継
ぐ
新
律
綱
領
や

改
定
律
例
に
あ
っ
て
は
、「
贖
罪
・
収
贖
」
と
い
う
「
金
銭
の
剝
奪
」

刑
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
換
刑
と
し
て
の
み
認
め
ら
れ
る

措
置
で
あ
っ
た
。
伝
統
的
な
中
国
の
五
刑
に
は
正
刑
と
し
て
「
金
銭

の
剝
奪
」
を
目
的
と
す
る
制
裁
は
数
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
だ
が
当
時
、「
律
外
」
と
分
類
さ
れ
て
い
た
違
式
詿
違
条
例
や

種
々
の
罰
則
は
む
し
ろ
「
金
銭
の
剝
奪
」
を
第
一
次
的
な
制
裁
手
段

と
し
て
体
系
付
け
て
お
り
、
前
者
は
「
贖
金
」、
後
者
は
「
罰
金
」

と
そ
れ
ぞ
れ
呼
称
し
た
。
こ
の
ほ
か
「
科
料
」
も
見
ら
れ
た
が
、
髙

田
君
は
、
明
治
太
政
官
期
の
複
雑
多
岐
に
わ
た
っ
た
数
多
く
の
法
令

の
う
ち
、「
金
銭
の
剝
奪
」
を
定
め
た
も
の
に
つ
い
て
の
相
互
の
適

用
関
係
を
精
査
し
て
、
特
に
不
払
い
が
生
じ
た
と
き
に
贖
金
は
自
由

刑
に
換
刑
さ
れ
る
が
、
罰
金
は
身
代
限
に
よ
っ
て
追
徴
さ
れ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
う
し
た
明
治
初
年
期
の
「
金
銭
の
剝
奪
」
を

目
的
と
し
た
種
々
の
制
裁
は
、
運
用
面
で
は
複
雑
に
重
畳
す
る
状
況

を
呈
し
て
い
た
が
、
旧
刑
法
が
普
通
刑
法
典
と
し
て
種
々
の
法
令
の

規
定
す
る
罰
金
刑
を
一
般
的
な
形
で
定
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
収
斂
を

見
る
。
身
代
限
に
よ
る
追
徴
を
旨
と
し
た
従
来
の
在
り
方
は
、
旧
刑

法
典
の
規
定
す
る
禁
錮
刑
へ
の
代
替
措
置
に
換
わ
ら
れ
た
が
、
髙
田

君
は
こ
う
し
た
法
典
編
纂
上
の
規
範
の
整
序
過
程
を
徹
底
的
に
洗
い

出
す
か
た
わ
ら
、
実
務
に
お
け
る
運
用
上
の
移
行
措
置
に
も
目
を
向

け
、
そ
う
し
た
制
度
の
端
境
期
に
発
出
さ
れ
た
布
告
等
の
単
行
法
令

が
立
法
と
実
務
と
を
繫
ぐ
機
能
を
果
た
し
た
こ
と
を
注
意
深
く
分
析

し
て
い
る
。
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第
7
章
、
第
8
章
で
は
、
貨
幣
の
国
家
管
理
お
よ
び
貨
幣
偽
造
が

扱
わ
れ
る
。
明
治
国
家
は
一
元
的
な
法
秩
序
の
創
出
を
急
い
だ
が
、

近
代
国
家
と
し
て
当
然
に
貨
幣
制
度
―
―
貨
幣
の
計
算
単
位
の
統
一
、

政
府
・
中
央
銀
行
へ
の
貨
幣
高
権
の
集
約
、
流
通
貨
幣
か
ら
本
位
貨

幣
へ
の
兌
換
保
障
―
―
の
確
立
に
も
早
く
か
ら
と
り
か
か
っ
た
。
維

新
後
も
依
然
と
し
て
旧
幕
下
の
藩
札
が
い
わ
ゆ
る
地
域
通
貨
と
し
て

流
通
し
て
い
る
状
況
に
対
し
、
太
政
官
政
府
は
、
ま
ず
は
大
蔵
省
の

提
案
を
契
機
と
し
て
、
次
に
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
の
国
立
銀
行

条
例
に
よ
り
、
新
律
綱
領
お
よ
び
改
定
律
例
に
よ
る
刑
事
規
制
を
強

め
て
ゆ
く
。
第
8
章
で
は
、「
偽
造
宝
貨
罪
」
の
処
罰
対
象
と
な
る

「
宝
貨
」
の
範
囲
に
つ
い
て
、
当
該
政
府
の
発
行
す
る
現
用
貨
幣
で

は
な
く
藩
札
等
の
い
わ
ゆ
る
「
旧
貨
幣
」
を
含
む
か
否
か
に
つ
い
て

の
明
治
初
年
期
の
刑
事
司
法
実
務
内
で
の
議
論
や
、
旧
刑
法
編
纂
に

お
け
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
解
釈
等
を
参
照
し
、
理
論
的
な
分
析
を
加

え
る
。
な
お
第
7
章
で
は
、
政
府
に
よ
る
統
一
的
な
貨
幣
秩
序
の
形

成
・
維
持
の
た
め
に
、
当
時
の
刑
法
が
積
極
的
に
用
い
ら
れ
て
ゆ
く

経
緯
を
詳
し
く
再
現
す
る
が
、
そ
の
際
に
援
用
さ
れ
た
法
理
（
条

文
）
が
「
断
罪
無
正
条
条
例
」（
改
定
律
例
第
九
九
条
）
で
あ
っ
た

こ
と
に
髙
田
君
は
着
目
す
る
。
同
条
例
の
趣
旨
は
、
明
文
の
根
拠
が

な
く
と
も
、「
令
」、「
制
」、「
式
」
と
い
っ
た
類
型
の
法
令
の
定
め

る
禁
則
を
破
っ
た
者
に
対
し
、
最
大
一
〇
〇
日
ま
で
の
懲
役
刑
を
宣

告
し
得
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
近
代
的
な
罪
刑
法
定
主

義
原
則
に
背
馳
す
る
前
近
代
的
刑
法
で
あ
る
と
の
評
価
を
受
け
る
、

中
国
律
の
真
骨
頂
と
も
い
う
べ
き
内
容
で
あ
っ
た
。
尤
も
髙
田
君
は
、

国
家
貨
幣
秩
序
の
創
出
と
い
う
近
代
国
家
が
所
管
す
る
大
き
な
政
策

課
題
の
実
現
の
た
め
に
、
国
家
が
刑
事
罰
を
手
段
と
す
る
規
制
を
導

入
し
、
そ
の
中
核
と
な
る
法
典
的
根
拠
を
新
律
綱
領
や
改
定
律
例
に

定
め
司
法
運
用
が
為
さ
れ
て
い
た
事
実
に
、
も
は
や
そ
れ
ら
が
中
国

律
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
を
越
え
た
「
刑
法
」
と
し
て
の
普
遍

的
機
能
を
看
取
す
る
。
こ
れ
こ
そ
法
文
化
や
歴
史
と
い
っ
た
固
有
の

位
相
の
下
に
法
を
語
る
文
脈
を
ひ
と
ま
ず
離
れ
、
徹
底
し
た
実
証
研

究
に
基
づ
き
当
時
の
法
シ
ス
テ
ム
の
機
能
的
考
察
を
踏
ま
え
た
髙
田

君
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
認
識
で
あ
り
、
む
ろ
ん
そ
の
「
刑
法
」
と

し
て
の
機
能
を
繫
ぐ
延
長
上
に
旧
刑
法
典
が
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

四
　
本
論
文
の
評
価

　

そ
こ
で
本
論
文
の
評
価
だ
が
、
そ
の
な
に
よ
り
の
成
果
は
、
第
1

部
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
、
本
来
近
世
期
の
裁
判
手
続
き
で
あ
っ
た

「
吟
味
願
」
が
、
明
治
初
期
に
お
い
て
も
政
府
公
認
の
裁
判
手
続
き

と
し
て
存
続
し
た
実
態
を
解
明
し
た
点
に
あ
る
。
髙
田
君
は
大
審
院

の
民
・
刑
事
判
決
録
等
に
あ
た
り
、
下
級
審
に
お
い
て
吟
味
願
を
利

用
し
た
多
く
の
事
案
を
つ
ぶ
さ
に
採
取
し
、
そ
れ
ら
の
一
覧
を
踏
ま
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え
た
後
に
、
明
治
期
の
吟
味
願
の
運
用
に
つ
い
て
の
考
察
を
掘
り
下

げ
る
。
そ
し
て
そ
の
制
度
と
し
て
の
消
滅
に
い
た
る
経
過
を
、
当
時

の
実
務
的
局
面
の
み
な
ら
ず
、
同
時
進
行
し
て
い
た
司
法
省
に
お
け

る
法
典
編
纂
の
局
面
と
も
関
連
付
け
な
が
ら
見
事
に
再
構
成
し
た
。

　

日
本
の
法
史
は
、
一
九
世
紀
後
半
期
に
お
け
る
西
洋
法
継
受
の
前

と
後
と
で
断
絶
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
確
か
に
西
洋
法
の
イ
ン
パ

ク
ト
は
大
き
な
も
の
だ
っ
た
が
、
歴
史
を
語
る
方
法
に
お
い
て
も
、

近
代
法
史
と
近
世
法
史
と
は
互
い
に
結
び
合
わ
な
い
も
の
さ
れ
、
そ

こ
で
は
法
の
連
続
し
た
歴
史
像
を
持
て
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
だ
が

髙
田
君
は
、
近
時
の
近
世
法
史
学
に
お
け
る
成
果
に
立
脚
し
な
が
ら
、

こ
の
民
事
か
ら
刑
事
へ
の
手
続
き
変
更
制
度
を
頻
繁
に
利
用
す
る
訴

訟
人
（
原
告
）
の
存
在
は
、
実
は
幕
藩
体
制
下
で
も
明
治
初
期
で
も

共
通
し
て
見
ら
れ
、
彼
ら
こ
そ
自
己
に
有
利
な
解
決
を
図
る
た
め
に

積
極
的
に
訴
訟
制
度
の
活
用
に
勤
し
む
者
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
訴
訟
／
裁
判
所
を
忌
避
す
る
日
本
人

像
を
か
つ
て
提
示
し
た
古
典
通
説
的
な
「
日
本
人
の
法
意
識
」
論
に

対
す
る
法
制
史
分
野
か
ら
の
有
力
な
反
証
例
と
な
ろ
う
。

　

む
ろ
ん
、
裁
判
は
お
上
の
恩
恵
的
な
行
為
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
近

世
期
の
法
観
念
が
維
新
直
後
に
一
夜
に
し
て
変
わ
る
は
ず
も
な
く
、

ま
た
民
事
の
訴
訟
と
し
て
受
け
付
け
た
事
案
を
裁
判
所
が
「
断
獄

廻
」
と
し
て
刑
事
の
取
り
調
べ
に
変
更
す
る
こ
と
も
明
治
初
年
期
は

頻
繁
に
見
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
民
刑
が
混
淆
す
る
状
況
下
に
あ
っ
て

「
吟
味
願
」
と
は
、「
願
」
と
い
う
文
字
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の
本
質

は
上
級
機
関
に
対
す
る
人
々
か
ら
の
「
情
願
」
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ

る
。
し
か
し
現
実
に
は
係
判
事
に
対
す
る
不
平
や
不
満
か
ら
「
吟
味

願
ヲ
為
シ
テ
其
鬱
憤
ヲ
消
セ
ン
」
と
し
て
、
あ
る
い
は
「
一
時
其
責

ヲ
免
ル
ノ
策
」
と
し
て
吟
味
願
が
戦
略
的
に
用
い
ら
れ
た
た
め
、
明

治
十
年
代
に
入
る
と
吟
味
願
に
よ
る
民
事
裁
判
の
中
止
は
ひ
と
え
に

「
審
判
権
ノ
冒
涜
」
で
あ
る
と
の
批
判
が
、
地
方
裁
判
所
か
ら
あ
が

り
始
め
る
。
そ
の
一
方
、
司
法
省
は
こ
う
し
た
近
世
的
制
度
を
同
一

四
年
に
至
る
ま
で
廃
止
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
明
治
政
府
（
お
上
）

が
人
々
の
吟
味
願
の
「
情
願
」
の
中
に
、
刑
事
事
件
化
を
望
む
「
訴

え
」
の
契
機
を
見
出
し
、
そ
れ
を
犯
罪
捜
査
の
端
緒
と
し
て
治
安
予

防
政
策
の
一
環
に
位
置
づ
け
て
い
た
か
ら
だ
と
髙
田
君
は
推
測
す
る
。

吟
味
願
は
明
治
九
年
の
告
訴
告
発
制
度
の
導
入
後
も
存
続
し
、
そ
う

し
た
新
規
の
制
度
と
の
整
合
性
が
司
法
省
等
に
お
い
て
も
縷
々
論
じ

ら
れ
た
が
、
同
一
四
年
、
と
う
と
う
吟
味
願
は
こ
の
告
訴
告
発
手
続

き
に
代
替
さ
れ
る
形
で
廃
止
さ
れ
る
。
翌
一
五
年
に
施
行
さ
れ
る
治

罪
法
は
こ
の
告
訴
告
発
を
手
続
き
と
し
て
組
み
込
み
、
か
く
し
て
今

日
に
至
る
近
代
法
的
淵
源
が
こ
こ
に
確
立
す
る
。
髙
田
君
は
吟
味
願

と
い
う
近
世
的
制
度
の
利
用
実
態
と
そ
の
消
滅
と
を
、
明
治
初
年
の

慌
た
だ
し
い
近
代
化
過
程
の
中
で
リ
ア
ル
に
注
意
深
く
再
構
成
し
、
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前
述
し
た
法
制
史
研
究
者
に
お
け
る
「
前
近
代
」
と
「
近
代
」
の
間

に
横
た
わ
る
方
法
論
的
な
ア
ポ
リ
ア
を
超
克
し
得
る
視
点
を
提
示
し

た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
本
論
文
の
特
筆
す
べ
き
も
う
一
つ
の
成
果
は
、
明
治
初
年
期

の
伝
統
中
国
法
的
刑
法
の
法
構
造
や
そ
れ
を
前
提
と
し
た
伺
・
指
令

型
司
法
実
務
を
克
明
に
解
析
・
調
査
し
て
得
ら
れ
た
知
見
と
、
そ
れ

と
同
時
併
行
す
る
旧
刑
法
や
治
罪
法
な
ど
の
近
代
的
法
典
編
纂
作
業

と
を
、
内
容
的
に
連
関
さ
せ
て
分
析
す
る
手
法
に
よ
り
、
今
日
の
法

シ
ス
テ
ム
と
は
異
な
る
明
治
初
年
期
の
法
状
況
を
鮮
や
か
に
描
き
出

し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
髙
田
君
は
、
お
雇
い
外
国
人
法
律
家
に
よ
る

近
代
法
的
理
解
に
俄
か
に
は
包
摂
さ
れ
得
な
か
っ
た
日
本
人
編
纂
委

員
サ
イ
ド
か
ら
の
疑
問
や
反
論
の
背
景
に
、
当
時
の
司
法
実
務
上
の

課
題
を
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
さ
せ
、
外
国
人
立
法
者
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま

れ
る
近
代
法
的
思
惟
に
対
立
・
対
峙
す
る
固
有
の
日
本
的
法
状
況
の

存
在
を
輪
郭
付
け
た
。
更
に
、
こ
の
よ
う
な
司
法
実
務
の
社
会
と
の

関
係
性
が
、
本
論
文
の
後
半
部
分
に
お
い
て
、
同
時
代
に
進
行
し
て

い
た
貨
幣
の
国
家
的
統
御
と
い
う
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
動
と
「
金
銭

の
剝
奪
」
と
い
う
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
、「
中
国
律
的
法
シ
ス
テ
ム
」

の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
運
用
に
お
い
て
接
合
さ
れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
と
し
て
活
写
さ
れ
て
お
り
、
法
制
史
学
と
社
会
経
済
史
学
と
の
架

橋
を
も
期
待
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
方
法
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
主
に
法

典
編
纂
事
業
を
軸
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
日
本
の
近
代
法
化
の
過
程

が
、
立
法
と
司
法
実
務
と
い
っ
た
異
な
る
次
元
・
時
間
に
お
い
て
進

行
す
る
法
改
革
で
あ
っ
た
と
の
輻
輳
的
な
認
識
が
強
調
さ
れ
、
両
者

間
の
、
あ
る
い
は
外
国
人
法
律
家
と
日
本
人
立
法
者
間
の
対
立
や
連

動
・
協
働
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
一
層
歴
史
叙
述
の
中
に
持
ち
込
ま
れ
、

西
洋
近
代
法
継
受
に
お
け
る
日
本
の
主
体
的
姿
勢
の
豊
か
な
再
現
に

資
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
一
方
、
い
く
つ
か
の
注
文
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
本
論
文
第

1
部
が
論
じ
た
吟
味
願
に
つ
い
て
だ
が
、
そ
の
明
治
期
に
お
け
る
消

滅
の
途
次
を
、
刑
事
手
続
過
程
の
中
に
「
回
収
」
さ
れ
る
行
程
と
し

て
髙
田
君
は
描
い
た
が
、
同
時
期
に
お
け
る
民
事
手
続
の
整
備
過
程

か
ら
の
考
察
に
薄
い
点
を
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
民
事
に
つ
い
て
は
、
明

治
五
（
一
八
七
二
）
年
の
司
法
職
務
定
制
で
は
代
書
人
や
代
言
人
と

い
っ
た
、
当
事
者
の
訴
状
作
成
や
法
廷
で
の
弁
論
を
補
佐
す
る
新
し

い
職
掌
が
定
め
ら
れ
る
が
、
江
戸
時
代
か
ら
の
町
村
役
人
差
添
制
度

は
そ
の
ま
ま
存
続
し
た
。
こ
の
制
度
は
訴
訟
当
事
者
の
訴
訟
活
動
を

補
佐
し
つ
つ
も
共
同
体
的
な
監
視
下
に
置
く
機
能
も
伴
っ
て
お
り
、

訴
訟
提
起
者
の
自
律
的
な
活
動
を
妨
げ
て
い
た
と
の
評
価
が
あ
る
。

尤
も
こ
の
差
添
人
制
度
は
、
翌
六
年
の
代
人
規
則
や
訴
答
文
例
で
は

廃
止
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
訴
訟
当
事
者
の
自
律
性
が
増
し
加
わ
っ
た

こ
と
に
近
代
化
の
微
光
を
読
み
取
る
解
釈
も
存
す
る
。
刑
事
手
続
が
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整
備
さ
れ
る
か
た
わ
ら
、
民
事
も
ま
た
制
度
化
が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
。

吟
味
願
は
も
と
よ
り
民
刑
が
混
淆
す
る
手
続
で
あ
る
。
こ
の
辺
り
の

説
明
に
つ
い
て
も
う
少
し
言
及
が
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
こ
れ
は
、
い
さ
さ
か
望
蜀
の
嘆
だ
が
、
明
治
初
期
の
司
法

実
務
に
お
け
る
伺
・
指
令
裁
判
体
制
と
近
世
期
の
伺
・
指
令
裁
判
体

制
の
連
続
性
の
検
証
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
連
続
性
が
こ
の
後
に

生
じ
る
西
洋
型
法
典
の
編
纂
及
び
、「
法
学
的
摂
取
」
の
結
果
も
た

ら
さ
れ
た
ド
イ
ツ
型
の
法
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
の
展
開
に
お
い
て
ど
の

よ
う
に
変
容
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
も
っ
ぱ
ら
明
治
初
期

の
司
法
制
度
を
研
究
射
程
に
置
く
髙
田
君
に
お
け
る
今
後
の
課
題
と

し
て
頂
き
た
い
と
考
え
る
。
近
世
期
の
法
実
務
の
継
続
な
い
し
は
残

存
が
、
明
治
期
以
降
に
あ
っ
た
の
か
な
か
っ
た
の
か
、
あ
っ
た
と
す

れ
ば
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
「
日
本

法
」
の
総
体
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
う
る
の
か
と
い
う

テ
ー
マ
の
重
要
性
は
、
吟
味
願
の
研
究
者
で
あ
る
髙
田
君
で
あ
れ
ば

も
は
や
当
然
に
了
解
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

最
後
に
、
法
制
度
や
司
法
運
用
を
細
部
に
わ
た
り
悉
皆
、
綿
密
に

調
査
す
る
髙
田
君
の
方
法
は
、
時
と
し
て
説
明
の
論
理
性
を
や
や
複

雑
で
難
解
な
も
の
と
す
る
。
刑
事
か
民
事
か
、
あ
る
い
は
実
体
法
か

手
続
法
か
の
、
近
代
法
的
な
二
項
区
分
が
―
―
そ
れ
が
近
世
法
で
あ

る
が
ゆ
え
に
、
ま
た
は
中
国
律
型
の
法
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
ゆ
え
に

―
―
未
だ
成
立
し
て
い
な
い
中
に
西
洋
近
代
法
の
継
受
が
急
速
に
進

め
ら
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
今
日
の
よ
う
な
法
を
語
る
共
通
言
語
を

持
ち
得
な
か
っ
た
混
沌
と
し
た
時
期
を
扱
っ
て
い
る
以
上
、
歴
史
を

書
く
に
あ
た
っ
て
は
極
め
て
方
法
自
覚
的
に
臨
ま
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
徹
底
蒐
集
し
た
デ
ー
タ
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
研
究
の
対
象
や

目
的
に
厳
格
に
焦
点
を
絞
っ
た
大
胆
な
資
料
選
択
、
お
よ
び
明
確
化

を
目
指
し
、
説
明
の
単
純
化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
時
も
あ
ろ

う
。
今
後
髙
田
君
に
は
、
た
と
え
ば
、
近
世
法
史
研
究
者
・
実
定
法

研
究
者
と
の
共
同
研
究
や
意
見
交
換
の
機
会
を
増
や
す
等
、
近
世

法
・
近
代
法
を
通
し
た
、
法
の
歴
史
を
語
る
更
な
る
新
し
い
課
題
と

方
法
の
発
見
に
精
進
し
て
研
究
に
邁
進
し
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

以
上
、
髙
田
君
の
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
の
評
価
を
述
べ
、
い

く
つ
か
の
課
題
を
指
摘
し
た
。
尤
も
そ
れ
ら
の
課
題
は
日
本
近
代
法

史
研
究
者
と
し
て
の
髙
田
君
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
期
待
の
大
き
さ

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
本
論
文
の
価
値
を
い
さ
さ
か
も
損
な
う
も
の

で
は
な
い
。
同
君
が
本
論
文
で
示
し
た
歴
史
叙
述
の
方
法
論
や
分
析

手
法
は
、
慶
應
に
お
い
て
連
綿
と
培
わ
れ
て
き
た
史
料
実
証
の
伝
統

を
踏
ま
え
た
説
得
力
を
備
え
つ
つ
も
そ
れ
を
建
設
的
に
発
展
さ
せ
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
特
に
法
制
史
研
究
者
に
と
っ
て

重
要
か
つ
新
し
い
問
題
提
起
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
料
す
る
。
本
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論
文
の
学
術
的
成
果
と
価
値
は
極
め
て
大
き
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
審
査
員
一
同
は
一
致
し
て
、
髙
田
久
実
君
に
博
士

（
法
学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し

い
と
判
断
し
、
そ
の
旨
、
法
学
研
究
科
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
で

あ
る
。二

〇
二
五
（
令
和
七
）
年
四
月
一
八
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

岩
谷　

十
郎

法

学

研

究

科

委

員　
　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

出
口　

雄
一

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
准
教
授　

薮
本　

将
典




